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和解及び損害賠償額の決定について 

 

１ 和解の相手方 

  中野区民 

２ 事故の概要 

 ⑴ 事故発生日 

   令和６年（２０２４年）１０月１日 

 ⑵ 事故発生場所 

   中野区保育所園庭 

 ⑶ 事故発生状況 

   区の職員である保育士が、上記⑵の事故発生場所において相手方を含む園児の

保育を行っていた際、相手方が当該場所に設置されていた鉄棒で遊び始めたため、

相手方の補助をしていたところ、相手方が鉄棒から手を離し、落下した。この事

故により、相手方は右上腕骨顆上骨折の傷害を負った。 

３ 和解の要旨 

  区は、本件事故により、相手方が被った損害１，６８４，８４０円について、相

手方に対し賠償する義務があることを認め、上記損害額のうち相手方が独立行政法

人日本スポーツ振興センターの災害共済給付として支払を受けた２３０，２３８円

を除く１，４５４，６０２円を相手方の指定する方法で支払う。 

４ 仮和解の成立の日 

  令和８年（２０２６年）９月１１日 

５ 区の賠償責任 

  本件事故は、相手方が鉄棒で遊んでいた際の保育士の補助が不十分であったこと

により発生した事故であり、相手方が被った損害の全額について、区が賠償責任を

負うものと判断した。 

６ 損害賠償額 

  本件事故による相手方の損害額は、治療費、傷害慰謝料等の合計１，６８４，８

４０円であり、区の損害賠償額は損害額と同額である。 

７ 事故後の対応について 

  所属長から関係職員に対し本件事故について厳重に注意を行うとともに、園児が

鉄棒で遊ぶ際の補助に関するマニュアルの整備及び保育所に勤務する職員に対す

る研修の実施により、再発防止の徹底を図った。 


